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シュザンヌ・ヴァラドンの男性ヌード
The Male Nude in the Work of Suzanne Valadon 
今野志津 Shizu Konno 
概要
本稿では、19世紀の終わりから20世紀初頭にかけて
主に活動した画家、シュザンヌ・ヴァラド、ン(Suzanne
VALADON， 1865-1938)の男性ヌ ドーを分析する。彼
女は美術史へのフェミニズムの視点の導入により注目
される契機を得たが、その男性ヌ ドーについては詳し
い研究が全くない。
作品分析では、ヴァラド、ンに加えフレデ、リック・パジー
ル、ギュスターヴ・カイユボ、ツトの男性ヌ ドーをとりあげる。
彼らは印象派の活動では主要なものとされてこなかっ
た、男性の領域を主に描いた人物である。リンダ・ニー
ドは歴史的に男性ヌ ドーと女性ヌー ドが異なる役割を
果たしてきたと主張しており、ヴァラド、ンの『網を打つ
人』には最も男性性を反映すると思われる兵士への賛
美がこめられている。また印象派の画家カイユボ、ットは、
歴史的に男性ヌー ドに課せられてきた役割を同時代
のモティー フに置き換えて表現している。彼の作品か
らは、ブ、ルジョワ階級の男性の領域、スポーツの流行、
肉体労働者の世界など当時の男性ジェンダーが読み
とれる。
また本稿において、男性性の「鎧」が外された男性
像の例として、バジールとカイユボ、ットの男性ヌー ドに
おけるホモ・セクシュアルの表現、ヴァラド、ンの男女の
対等な関係性をヌ ドーで表現した作品、家族の「鎧」が
とりのぞかれたヴァラド、ンの家族の肖像についても考察
がなされている。
今後のジェンダー論では、女性イメージのみならず
男性イメージについてもさらなる研究が望まれる。
キーワード:視覚文化、 シュザ、ンヌ・ヴァラドン、フェミニ
ズム美術史、男性ヌ ドー
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Abstract 
The aim of this article is to analyze the male nude in the 
work of Suzanne Valadon (1865・1938)，who worked 
mainly 丘omthe end of the 19th century to the 
beginning of the 20th century. Her work has been 
recent1y given an attention in the context of feminist 
critique of art history， but there has been no detailed 
research about the male nude in her work. In addition 
to the work of Valadon， 1 also referred to the male nude 
in the work of two impressionists， Fred仕icBazille and 
Gustave Caillebotte， who painted the male nude which 
was unusual for the impressionist mainstream. 
L戸ldaNead claimed that the role of the male nude 
historically differed仕omthat of the female nude. In 
fact we found out that Valadon's“Casting a net" for 
example was ful of praise for the soldier， who was 
probably at that time recognized as a representative of 
masculine. On the other hand， Caillebotte transposed 
the role， which was historically imposed on the male 
nude， into a motif appropriate for his time， and from his 
work we could read the gender roles for men in the 
world of middle class， sports and manual labourers at 
the age. 
Furthermore， we pointed out in this article that the 
expression of homosexuality could be seen in the male 
nude by Bazille as well as Caillebotte and the quality of 
men and women was shown in Valadon's“Portrait of 
the family" and “Adam and Eve". 
1 hope that the discussion about the male nude will be 
made more in the白旬reresearch on gender in order to 
compliment existing research on the female nude. 
Keywords:巧sualCulture， Suzanne Valadon， Feminist 
Critique 0/ Art Histoり1，MaleNude 
『表現文化研究』第3巻第2号 2003年度
はじめに
本稿では、 19世紀の終わりから20世紀初頭にかけて
主に活動した画家、シュザ、ンヌ・ヴァラド、ン (Suzanne
VALADON， 1865-1938)の作品の中から、主に男性像
を描いた作品をとりあげ、ジェンダー論的観点から分析
する。
ヴァラド、ンの作品は、長い間詳しい研究がほとんどな
されていない状態で、あった。彼女はパリの芸術家仲間
に固まれ、彼らのモデ、ルとなり、ボヘミアン的な生活を
送り、画家ロートレックや音楽家サティをはじめ多くの著
名な芸術家と激しい恋愛をした女性であり、画家ユトリ
ロの母で、あるO そうした伝記的なエヒ。ソー ド、は人々 の興
味を集めたが1、画家としての彼女の姿はおぼろげなま
まだ。我々はめったにヴァラド、ンの作品を目にする機会
を与えられないし、彼女の名を聞くこともない。西洋美
術史の教科書としての役割を果たす文献にも、画家ヴ
ァラド、ンの名前はない
最初に、ヴァラド、ンに関する先行研究について簡単
に述べておきたい。生前ヴァラド、ンはサロン・ド一トンヌ
やアンデ、パンダン展に積極的に出品しており、個展や
ユトリロとの二人展、さらに画家で、あった夫ユテルも加
えた三人展も数多く聞き、カタログも発行されている。
彼女の死後も個展やユトリロとの二人展は続いて企画
され、 1972年と2000年には、日本でもユトリロ ヴァラド、
ン展が聞かれている30 1971年、ポー ノレ・ぺトリデスはヴ
ァラド、ンのカタログ・レゾネを作成し4、彼女を主人公とし
た伝記も何冊か書かれたその後、ヴァラド、ンが再び
着目される契機となったのは、リンダ・ノックリンが口火
を切った、美術史へのフェミニズ、ムの視点の導入で、あ
る6。この動きにより、それまで、省みられることのなかった
女性アーティスト再考のきっかけが与えられ、ヴァラド、ン
についても言及される機会が増えた。彼女の活動で特
に注目されたのは、彼女がその時代、多くのヌードを手
がけた唯一の女性画家であるという点である。特に彼
女の残した女性ヌードについては、ジェンダー論から
のアプローチによる詳しい論文が続いて発表されてお
り7、また我々も「名前を持つヌードjとしづ論考において、
との主題を論じた
フェミニズム美術史で、の女性像、女性ヌードの研究
は、歴史的につくられてきた女性イメージの分析、女性
画家の掘り起こしといったものにはとどまらず、その背
後にある種々の領域におけるイデ、オロギーの探求、現
在の女性問題やポノレノグラフィ論にまで影響を与え、
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関連づけられてきた。これはジェンダーが解体されよう
としているいま、非常に重要な試みであり、これからもよ
り積極的な研究が望まれる状態である。
しかし男性イメージ、男性ヌード、男性性については、
これまでの研究では主にゲイ男性のそれを扱ったもの
が多しJ。より一般的なヘテロ男性の男性ヌードについ
て正面からとりあげてきた研究の数が決して多くなく、ま
だまだ未知の領域であることは、フェミニストの研究者も
指摘しているところである10 いま研究者に残されてい
る状態であるのが、男性ヌードを用いた男性ジエンタゃー
の分析と、その研究の方向付けであると思われる。ヴァ
ラドンの男性ヌードに関する詳しい研究が全くされてい
ない理由としてはまた、彼女の時代には女性ヌードが
主要なモティーフで、あり、ヌードといえばそのまま女性
ヌードを指していたほど、で、あったため、男性ヌードの数
が少なく、注目されにくかったという点も挙げられる。
ヴァラド、ンの時代に女性画家が男性ヌード、を描いた
とし1うことは、それだけで彼女の先駆性を裏付ける証拠
である。女性画家には女性ヌードを描くだけでも越えな
ければならない高い壁が幾重にもたちはだかっていた
からである11 しかし本稿の目的は、その挑戦を賞賛す
ることではない。美術批評家のグリゼノレダ・ポロックはそ
の著書『女・アート・イデオロギー:フェミニストが読みな
おす芸術表現の歴史』において、フェミニズ、ムの意図を
持った女性画家にとって、どのような表現が可能であり
効果的であるかとし1うテーマに一章を割き、女性画家
が男性のヌードを描いた例も挙げている12 だが彼女の
言葉を借りれば、「われわれの文化の対立構造の土台
には非対称的な力の関係があり、芸術そのもののコー
ドのなかに強い束縛が内蔵されている」ため、男女の
立場を逆転させることが最終的な解決法にはならない。
女性画家が男性ヌードを描いたからとし1うだけで、そこ
に積極的な価値を見出せるわけではないのである。
本稿の第一の目的は、男性ヌードとしづ領域に新しく
着目することである。具体的にはヴァラド、ンの男性ヌー
ドと、同時代の他の画家の男性ヌードとを比較しながら、
そこに共通するある「男性性jとし1うものを明らかにし、
男性の身体を覆っている鎧と、その剥奪のあり方につ
いて考察する。
また今後の流れとして、女性ヌードだけではなく、男
性ヌードについても取り上げることが、ヌードそれ自体
に関しての議論や考察をさらに引き出すきっかけにな
ると思われる。我々がいま直面している問題は、決して
男女を二項対立させたうえでの戦いや、その片方のみ
今野志津 「シュザ、ンヌ・ヴ、ァラドンの男'性ヌードJ
に関して地位をひきあげようとする性質のものではない
からである。
1.鎧をまとった身体
1.1. r男性性」の鎧
男性ヌ ドーについて知るには、女性ヌ ドーと対比する
方法が効果的である。なぜなら両者は、歴史的に対の
役割を担わされてきているからである。リンダ・ニー ド、は、
ヌードの歴史の教科書的存在とされる『ザ ・ヌード~13で、
クラークが男性ヌ ドーと女性ヌ ドーそれぞれを全く別個
のものとして扱い、章を組み立てていることを指摘したう
えで、それぞれのヌ ドー、の担う対照的な意味について
分析している。彼女によれば女性ヌ ドーは、「柔らかく、
未分化なもの」、男性ヌ ドーは「その脅威から隔絶され
た、鎧をまとった表面へ変えられた身体Jである。
-・・女性の身体は構造化されていないものとして
知覚される。それが表象するのは、氾濫であり、
魂としての人間であり、すなわち、柔らかく、未分
化なものである。軍人の男は、との魂への溶解と
しづ脅威から、自身を隔絶しようとする。外面にお
ける女性性を追い払うと同時に、自らの内部にあ
る「原始的Jで女性的な肉を包み込む、鎧をまと
った表面へと自らの身体を変えることによって、女
性的なものへの溶解の脅威から自らを隔絶する
のである14
とりわけ軍人というタームで、その「男性性」はよりは
っきりとしたものとなる。
鎧のような男性の身体は、自己-否定、破壊、恐
怖といった観点からの男性的アイデ、ンティティの構
成を意味している。兵士の男にとって戦争行為は、
女性性との絶縁、彼自身の身体の魂との絶縁を
可能にするが、同時に、身体表面を統制する力の
合法的な爆発的溶解をも可能にするのであるヘ
ヴァラド、ンの『網を打つ人~(19 14年)に描かれた3人の
男性ヌ ドーの身体は、まさにこのニー ド、の指すところの
男性的アイデンティティを見事に体現している【図l】。
統制された筋肉で、構成されたバランスの良しなつの身
体、網を打つとしづ能動的行為の巧みな分析的表現に
は、一部の隙もみられない。自然の中でたくましく海に
網を投げ打つというテーマも、自然と堂々と戦う「男性
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性」の表現にふさわしい。
デ、ッサンの練習のひとつとして少年時代のユトリロを
描いたのち、ヴァラド、ンは長い間男性ヌードを手がけて
いなかった。彼女が成人の男性ヌ ドーを作成するのは、
『アダムとイヴ~(1909年) 、 『生きる喜び~( 1 9 11年) 、 『網を
打つ人』の3作に限られており、これらが描かれた1909
年'"'-'1914年としづ期間は、決して偶然のものではない。
この時期に残された作品は古典的な主題と様式を用い
た大作であり、ピュウ、イス=ド、=シャヴァンヌの影響を受
けているといわれるが、ここで着目したいのはその時期
が何を示すかとし、うことである。
ヴァラドンは当時、夫で、あったポール・ムージスと離
婚し、アンド、レ・ユテルと恋仲で、あったo 1914年、ユテル
は自ら志願して兵士として出征し、ヴァラド、ンも前線近く
の家を借りて暮らし、仮除隊の期間に2人は結婚する。
男性ヌードはユテルをモデ、ルとして描かれた。『網を打
つ人』は、二人にとっての愛情の記念的作品のひとつ
であり、同時にヴァラドンが軍人としてのユテルへの賛
美を表現したものである。また鑑賞者にとっては、戦う
男たちと愛国心のアイデンティティに共感、陶酔させる
ものであり、時期的に見て、戦争そのものを力づけ鼓舞
するような絵画である。この作品が軍人そのものを描い
た作品でないにしても、時代背景とヴァラド、ンのモティ
ーフ選択の関係性を見逃すわけにはし、かない。
軍人をテーマとした画家をとりあげた論文としては、
ノーマン・ブライソンのジェリコーを扱ったものが興味深
し1160これはフェミニズ、ム美術史において、男性性がほ
とんど分析の対象とされていなかった時期の論文で、
彼はとこで兵士の「男性性」の鎧に自らをあてはめられ
ない一種の脱落をジュリコー が描いていると解釈し、同
時に男性に求められるジエンタマーと、そこに男性が自ら
をあてはめるさいに生じる困難さ、男性同士が脅迫的
な緊張感をもってお互いを監視している状況までも述
べる。しかしヴァラド、ンの作品ではそれらの作品と違い、
男性の身体と男性性の鎧とが見事にぴったり巌まった
表現がされている。
『網を打つ人』の画面からは写真の影響もみてとれる。
写真の技術の発展は、ひとつの動作を詳しく分析する
ために大きな役割を果たしたカ~17、との作品のためにも
明らかに写真が使われている。3人の男性は同一人物
であり、網を打つとし1うひとつの動作を、ヴァラド、ンは三
枚の写真をもとに正確さをもって分割し、連続的に配
置している。
また左側の男性のポーズは、フレデ、リック・パジール
『表現文化研究』第3巻第2号 2003年度
(184ト1870年)の『網を打つ漁師J](1868年)から引用
されており、両者の比較も興味深しf図210バジールは
初期印象派グループ。の主要メンバーとして、主にセザ
ンヌ、マネ、モネ、ノレノワールなどと深い親交を持ちな
がら活動していた人物であり特にモネとは一時アトリ
エを共有したほど、の仲で、あった。彼は独仏戦争に志願
して戦死したため、短い生涯で作品数も少なく他の画
家よりも知名度は低いが、この時代にはめずらしく男性
ヌードを熱心に手がけた画家である。『網を打つ漁師』
で、はピュヴィス=ド=シャヴァンヌの影響が指摘されて
いるが、バジールは歴史的な画家の作品からポーズ、を
引用し、同時代の主題を描くとしづ手段をとっている。
その方法はマネをはじめ多くの印象派の画家が試みて
いたことで、あったが、彼の特徴はそれを主に男性を描く
ために用いたことで、あった。
ヴァラド、ンのt齢、たヌ ドーの男性と、パジールの描いた
それの印象は大きく違う。ヴァラドンは厳しし、線で引かれ
た輪郭と平面的な作風を用いながら、筋肉の動きを簡略
化し、律動的な力に満ちた男性像を描いている。左側の
男性のポーズは、パジールのt齢、た男性よりも右腕や右
脚の動きが激しく、今にも網を打つような能動的な様子
に置き換えられている。中心に描かれた正面の男性は、
意志の強い表情をこちらに向けており、足を開いた安定
感を崩さないポーズである。右側の男性は左腕をまっす
ぐに伸ばし、 両足を大きく広げ、顔は堅く右側に向けられ
ている。3人ともに、全身すみずみまで、のバランスを崩さ
ないよう考慮されているポーズをとっているのに加え、
荒々しい岩と山の中としづ背景の設定が、よりいっそうエ
ネルギーに満ちた画面の緊張感を保っている。
しかしパジールの描いたヌ ドーの男性は、柔らかで
弱々 しい。背景や遠景で、のんびりと座っているヌ ドーの
男性も牧歌的な印象を添える。次章で触れるが、パジー
ルの幻想世界は同時代の男性の実際的な様子や、優し
く結びついた友情台、うものによって成り立っている。彼
は画面から女性を排除することによって、男性の聞の緊
迫感や競争心とし1ったものを骨抜きにしており、この作
品はヴァラド、ンの目指した表現とはむしろ対極にある。
1.2.同時代の男性イメージ
またこの時代の男性性を読み取るには、パジールと
同様、印象派の一員であるギュスターヴ・カイユボ、ツト
(1848-1894年)の作品が効果的であろう。グリゼルダ・
ポロックは印象派の画家たちが扱ったモティーフを分
類し、 ブルジョワ階級の女性には自由に立ち入ることが
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できない場所があったことを指摘している。そして、ベ
ルト・モリゾやメアリー・カサットといった女性画家の描い
た場面、描くことので、きなかった場面を表にまとめてい
るが18、男性の領域については、それほど詳しい検討
がなされていない。
一方ジェームズ・H・ノレービンは、カイユボ、ットの作品
から読み取れる男性の領域について、「カイユボ、ットの
描く人物たちは、仮借ないスポーツマン、ボ トー漕ぎ、
ボクサ 、ー 水夫で、あり、カイユボ、ット自身もそうしたスポ
ーツを好んでいたjと述べている19 その作品世界は
「硬質な表層と冷たい幾何学の世界」であるとし、批評
家からは r~度胸のよし ' J] 、 『勇気ある』 、 『恐れを知ら
ぬJ]Jといったいずれも男性的な響きをもっ評価を得て
いたJと指摘する20
またタマ ・ーガーブは、 19世紀のヌ ドーが男性ヌ ドー
も含めてジェンダー化されていることについて論じ、カ
イユボ、ットの作品も詳しく取り上げている21 彼女によれ
ば、カイユボットがモティーフとして選択した男性世界
は二分されている。ひとつはブルジョワ階級の男性世
界、もうひとつは下層階級の男性世界で、ある。
カイユボットは裕福な繊維業者の息子として産まれ、
ドガと強い親交を持ちながら印象派の活動に加わり、
経済面からも彼らを熱心に援助した。彼は画家としても
コレクターとしても有名な人物であり22、ブルジョワ紳士
の世界を描いた作品には、彼自身の階級がそのまま反
映されている。たとえば『昼食J](1876年)では、静けさと
冷静さに満ち、決してお互いに馴れ馴れしく接近しす
ぎるととのない間柄の家族の空間が描かれ、『窓辺の
若い男性J](1875年)ではベランダから表情を変えずに
外を見つめ続けるブルジョワ紳士の姿が描かれている
【図3]。高い階級の男性に求められたのは、知的な精
神や礼節に基づいた紳士としてのふるまい、あらゆる
現象や娯楽を一歩離れた場所から「見る」役割、礼儀
正しい距離を置いた人間関係の構築といったもので、あ
った。もちろん印象派の画家たちも同時代の男性の姿
は多く描いていたが、彼らは女性を「見られるJ役割とし
て、絵画の中心に置くのが主で、あった。しかしカイユボ
ットは男性そのものを主人公とし、男性の領域を第一の
テーマとしている点が特徴的である。
下層階級の男性を描いた作品には、「見られる」側
の男性で、あった格闘を見世物とするスポーツマンや、
肉体労働に従事する男性などが描かれる【図410こち
らの世界で描かれているのは、発達した筋肉をぶつけ
合って格闘する男同士の姿や、力強く半裸の姿で肉体
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労働をする男性たちである。神話的な主題の中で戦う
兵士の姿などに込められてきた、英雄的な力強さへの
憧れや、女性の未熟さや柔らかさ、受動性と対極に置
かれてきた男性性の「鎧」は、印象派がモティーフを同
時代に移行させる過程で主要なテーマからは外されて
きたが、カイユボ、ットは同時代のスポーツをする男性や、
肉体労働をする下層階級の男性の中に、同じ「鎧」を
表現する主題を得たのである。当時のスポーツの流行
や、オリンヒ。ックの開催、兵役での国家奉仕という考え
が、あまり絵画で、は描かれることのなかった男性の領域
を形成していたといってよい。
また彼は『ボート漕ぎをする男性J](1877年)で、二分
された世界の重なり合いを示している【図510ボート漕
ぎ、はブ、ノレジョワ階級の男性に流行し、当時はその大会
なども聞かれていたほどであり、それは兵役と国家への
奉仕とも結びついた、健康な肉体の理想を実現するた
めに格好のスポーツで、あった。印象派の画家の作品に
とっては戸外の光と水面の表現と、同時代のテーマと
を共に実現できる素材であり、自然の風景の中で、ゆ
ったりとボートに乗る人々の余暇を楽しむ姿は多く描か
れている。だが彼がこの作品で表現しているのは、ボ
ートを漕ぐとしづ行為を行なう男性の力強さであり、彼ら
の表情は帽子で隠され、代わりにむきだしの両腕の筋
肉を誇示するよう、クロー ズ・アップ。された構図が用いら
れている。カイユボットの作品世界は、女性ヌードが画
家にとっての最も重要なテーマとなった時代において、
一見影に隠れてしまった男性性の「鎧Jを再発見するこ
とができる数少ない例である。
1.3.自然の中の男性
次にとりあげたいヴァラド、ンの作品は、『生きる喜び』
(1911年)であり、男性ヌードと女性ヌードとが共に描か
れている作品である【図610ここでもヴァラド、ンは、ピュ
ヴィス=ド、=シャヴァンヌの影響と見られる古典的な作
風を用いているが、主題ははっきりしない。場面は穆蒼
と茂った森の中で、左側にはさまざまなポーズ、をとった
四人のヌードの女性、右側にはそれを腕組みして見て
いるヌードの男性が配置されている。
ロジンスキーはこの作品に描かれた神話的主題とし
て「デ、イアナの水浴jを挙げている23 確かに四人のヌ
ード女性たちは、個々に入浴後のような身支度をして
いるうえ、場面は自然の木立に固まれた風景であるた
め、そうだと解釈できないことはない。しかし女性四人
の中に女神のデ、イアナと侍女のニンフたちとしづ序列
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的な区別はなく、アトリビュートで、ある弓や矢筒、ディア
ナの額にある三日月の飾りとし1ったものは全く見当たら
ない。風景の中に泉も存在せず、この主題であるとし、う
特定は難しい。パトリシア・マシュー はこれを「パリスの
審判jを思い起こさせる作品として位置付ける24 右側
に置かれた男性は、腕組みして立ち、ヌード女性四人
のほうを見ている。それは女性四人の美を審判してい
るポーズとも見える。しかし女性たちがユノ・ミネルヴァ・
ウェヌスの三人の女神であるとは言うことはむずかしし、。
女性が何のアトリビ、ュートも持っていないだけでなく、何
より四人が描かれているからである。ほかにも野外での
入浴とし1うことから連想させる寓話は幾っかあるが、ど
れに関しても、この作品を古典的な寓話と直接結びつ
ける決め手は見つからない。
確実なのは、これが「風景の中のヌード」としづ同時
代の流行をくむ作品であることである。驚くほど数多く
の画家が、風景の中の女性ヌードとしづモティーフの作
品を残しており、これと同名の作品も多い。たとえばマ
ティスの『生きる喜びJ](1905-1906年)では、太陽の光と
森の中で草むらに寝そべり、自然と一体化したヌードの
人々が描かれており【図7】、セザンヌは晩年まで緑の
中でフk浴をするヌー ド、の女性たちを描きつづ、けた。ヴァ
ラドンが左側に描かれた女性のモデルとなった、ルノワ
ールの『浴女たちJ](1887年)にも、 豊満な肢体をしたヌ
ードの女性たちが、楽しげに河でフk浴びする様子が描
かれている。
この主題に関して、木島俊介は次のように述べてい
る。一見芸術家にとって何もカも揃っていたはずのパリ
やモンマルトルが、近代化の名のもとに変革をとげ、画
家にとっては「泥と瓦磯に化しつつあった醜い都市jと
なり、彼らはユー トヒ。アを喪失してしまったO代わりにパ
リ近郊の森や水辺のヒ。クニックが彼らのユー トピアとなり、
牧歌的な生への希求が、自然や水浴する人々というか
たちで、表現されるようになったとしづのである25
またキャロル・ダンカンは、フェミニズ、ムの視点からこ
れらの主題を分析している。19世紀になると、以前より
も積極的に女性への教育が行なわれるようになってい
った。その領域は家庭内や社交界の内部に限定され
ていたにせよ、文化/自然としづ二項対立が男/女と
いう二項対立に適用されてきた歴史において、彼女た
ちには文化側への参加が認められるようになっていっ
たとし、える。しかし反面、絵画の領域では自然と女性の
身体が結び、つけられ、両者に共通すると見なされた
「原始性jへの恐れや憧れが、 一体として表現されるよ
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うになっていった。彼女は次のように述べている。
. .19世紀と20世紀のヌード、を扱った多くの前衛
絵画では、女性は二分法における自然側の最端
まで徹底的におしゃられ、文明化されたあらゆる
人間的なものとは完全に対立的な位置に無理や
り置かれているのである。この事実に照らしてみる
と、前衛芸術家たちが古典や聖書のテーマに執
着したり、あるいは民俗学や民俗誌学的な題材を
研究したのには、特別な意味があったことが分か
る。古代文化や原始的文化がもたらすこうした題
材によって、彼らはもっとも残酷なかたちをとった
女性/自然、男性/文化としづ二分法を再度主
張することができたのである26
ヴァラド、ンの作品も同じ流れに属するが、この作品の
面白い点は、男性の鑑賞者を画面内にとりこんでおり、
見る男性と見られる女性としづ関係性そのものが主題と
されていることである。女性たちはさまざまなポーズをと
っているが、これらは「見られるjことに対する反応であり、
あからさまにヌードの身体を誇示するポーズをとる女性
もいれば、身体を隠すように後ろを向いたりかがみこん
だりしている女性もいる。彼女たちは女性ヌードに典型
とされるポーズ、のヴァリエーションを示し、右側の男性は
腕組みしてそれらを眺めている。キャロル・ダンカンは続
けて、自然の中の男性については次のように述べる。
これらの画家たちが、自然の中の裸の男性を描く
ことはほとんどない0 ・・・・・・たいていの場合、自然の
中の男性は文字通り、また隠喰的にも衣服を着て
おり、社会的アイデンティティーを保ち文化的なこ
とにたずさわっている。......どこにいても、これら
の男性が女性と同じ意味で自然に入る そして
文化を離れる ことはない。
1890年代と同様に、ここでも何をするとしづのでもな
く、裸のまま自然の世界に入ることは、女性の無力
で無名の状態に沈み込むことに等しいのである27
ヴァラド、ンの作品において、自然の中の男性は裸体
ではあるが、ダンカンの表現にしたがえば「隠喰的に衣
服を着ている」と言える。『網を打つ人』で、も、彼らがしっ
かりと能動的な役割を与えられていたように、この作品
でもまた、男性には「見る」役割が最初から割り当てら
れている。彼は見るために描かれながらも、ダンカンが
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述べるように、「無力で無名の状態に沈み込まないよ
う」見る側の位置を与えられ、ヌード、の女性たちとはっき
り区切られた右側に位置付けられている。彼はやはり
「鎧」をまとっているのだ。
2.鎧の剥奪
2.1.ホモ・ソーシャルの世界
風景の中の男性としづモティーフは、バジールが『夏
の情景〈水浴する男たち>Jlで表現しており、彼らのまと
っている同時代の水着や衣服は、ダンカンに従えば文
化を示すコードである【図8Lしかし現代の我々が何気
なくこの作品を見ると、一瞬驚かされることは確かであ
る。男性の水浴とし、うのは当時の流行のひとつで、セザ
ンヌは水浴する男性たちの姿も描いているが、我々が
それらを絵画で目にする機会は少ない。神話的主題の
中ではなく、同時代的なモティーフで、自然の中でヌー
ド、の男性たちだけが水浴しているシーンというものは、
現代の我々のステロタイプなコードには組み込まれて
きていないのである。
ジェー ムズ・H・ルーヒ守ンによれば、光の変化を最も
反映しやすい戸外の風景の中に、歴史的なポーズの
人物たちを配置することは、当時の印象派グループ。の
重大な関心事のひとつで、あり、パジールもそれに挑戦
したので、あった28 男性たちは8人描かれており、全員
がスポーツ用の水着で、下半身を覆うか、上半身だけが
裸であるか、衣服を脱ぐ最中であり、全身のヌードでは
ない。バジールが描いたのは、同時代の衣服をまとい、
流行していたスポーツを行なう男性たちの様子であり、
これは『網を打つ漁師』と同じように、神話的な主題を
はぎとった同時代の主題のうえに歴史的なポーズをあ
てはめていく、印象派の活動に組する作品である。
しかし前章でもふれたように、パジールの作品世界
には興味深い特徴がある。ここに描かれた男性たちは、
いずれも柔らかな表情と体つきである。左側の男性は、
鑑賞者に全身像をただ見せるようにぼんやり立ってい
るし、寝そべっている男性も同様である。右側で)1から
出ようとしている男性と、彼を両手で引き上げている男
性にも力がこもっている様子はなく、中央の遠景で組
み合っている男性たちからは当時のスポーツの流行が
読み取れるが、強い力のぶつかり合う、戦いの緊張感
は全く伝わってこない。ルー ヒ守ンも指摘しているように、
この作品にはマネの『草上の昼食』と同じく、伝統的な
ポーズと同時代的なモティーフの歴史的な対話が見ら
れる290 ~草上の昼食』は戸外の光の中に座る同時代の
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人物を描いたもので、登場人物のポーズはそれぞれ歴
史的な作品から引用されており、印象派の活動の方向
性を先駆けするものとなったOただしマネは、着衣の男
性の横にヌ ドー、の女性が座っているとしづ場面設定で、
ブルジョワ紳士が娼婦や下層階級の女性たちを財力
で所持しているとしづ皮肉も表現に含んだが、パジー
ルは場面から女性の存在を完全にとりのぞ、いた。バジ
ールの世界には最初から女性としづ存在が想定されて
いないため、男同士の関係は競争的ではなく、「男らし
く」もなく、誰一人「鎧」で自らを覆う必要がない。おそら
く彼が表現したかったのは、理想的な男同士の優しい
友情の幻想世界である。
また、バジールの作品で、明らかに受動的な、見ら
れるための男性ヌードが表現されているのは、『草上に
横たわるヌードの男性J](1869'"1870年)である【図9]300 
ここでも彼は同じように、戸外の光の中での裸体表現を
目指しているが、同時代を示唆する要素は全くとりのぞ
かれ、画中の人物は全身を鑑賞者の視線にゆだねた
まま、ただ横たわって眠っているだけである。彼はなめ
らかな肌と柔らかな身体をしており、男性性の「鎧」は完
全に外されている。我々は、横たわっている彼の身体
に乳房と女性の顔立ちをつけても違和感がないであろ
うことを予想し、多くの女性ヌードが果たしてきた典型
的役割を彼にそっくりそのまま見出すことができる。
バジールと同様の傾向は、カイユボットの男性ヌード、
の中にも見られる。前節では英雄や兵士の「鎧」を同時
代のテーマで実現した作品について述べたが、彼の
「浴室の男性」のモティーフでは、 一転して柔らかなヌ
ドーの男性イメージが描かれている。ノーマ・ブル ドー
はカイユボ、ットとパジールの男性ヌ ドー、をしてつか例に
挙げ、それらの示す特質を「女性らししリ男性ヌ ドーで
あると述べている31 浴室のヌードとしづテーマはドガが
積極的に扱っており、ヴァラド、ンも少年時代のユトリロ、
少女、成年女性をモデ、ルとしながら同様のデ、ッサンを
多く残している【図10、ll]。ヌー ドを同時代のモティー
フで自然なかたちで描こうとしたとき、浴室の場面は適
当であり、自身の身体に没頭している女性を描くことは、
鑑賞者にとっても都合がよく、覗き見的な要素も添えら
れることになったD
カイユボ、ットは同じ方法をヌード、の男性に適用してい
る。『浴室の男性J](1884年)では浴槽を右にして後ろ向
きに立ち、シャツを着かけている男性【図12]、『脚を拭
く男性J](1884年)では左足を浴槽の縁に立てかけて椅
子に座り、脚を拭いている男性がそれぞれヌードで描
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かれている【図13L彼らは画面のこちら側に気づくこと
なく自己の身体に没頭しており、鑑賞者は彼らの身体
を一方的に眺めることができる。これらの作品は、女性
ヌードの典型的な描かれ方を一歩おいて見ることに役
立ち、またホモ・セクシュアルの表現の例にもなる。パ
ジールの男性ヌード、カイユボ、ットの浴室の男性ヌ ドー、
は、男性性の「鎧Jからのひとつの脱落であり、「見られ
る」側にまわされた男性像である。
2.2対等な男女のイメージ
次にとりあげたいのは、ヴァラド、ンの『アダ、ムとイヴ』
(1909年)である【図14Lこの作品では、男性ヌ ドーと
女性ヌ ドーが並置されており、ヌードの女性のほうが、
ヌ ドーの男性よりもむしろ能動的な様子である。ヴァラド、
ンは、アダムにはユテルを、イヴにはヴァラドン自身を
モデ、ルとして用いており、ここで描かれているのは、お
互いに愛情を持ち共に歩んでし、こうとする2人の姿であ
る。ヘテロセクシュアルの男性と女性とを、対等に愛を
育む存在として描ききった作品はめずらしい。
『アダムとイヴ』としづ主題は多くのフェミニストから批
判対象にされてきた。との主題の典拠となるのは聖書
の「天地創造」の部分であるが、そもそもその記述が男
女を対等に扱っていないのだとしづ指摘が、西洋文化
の基盤を築いてきたキリスト教批判と共に繰り返されて
きている。特に若桑みどりは、『象徴としての女性像』で、
同主題の作品を集大成し、そのイメージに表れている
男女の不均衡について分析している32 ここで指摘され
ている興味深い点は、原罪が性と結びついて、繰り返
し表現されてきた点である。キリスト教において、性が
禁圧すべきものとしてとらえられてきたことはいうまでも
ない。アダムよりも意志が弱いイヴは、まずサタンの誘
惑に負け、そしてアダムにも罪を犯させた。数多くの作
品で描かれてきたイヴは、ある時は女性の蛇(サタン)と
共謀してアダムを誘惑し、また別の時には男性の蛇と
性的交渉を持ったあと、アダムに性を教えている。絵画
において彼女に課せられた役目とは、性的表象として
男性を誘惑し、彼をも罪深い存在に引きずり落とすこと
で、あった。イヴはファム・ファタルの1人で、あり、男性画
家が女性を性的に描くことは宗教によって肯定されて
きたのである。
当時のヴァラド、ン自身について説明しておくと、彼女
は1896年、中産階級の銀行家、ポール・ムージスと結婚
し、安定した生活を手に入れていた。しかし、芸術家肌
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のヴァラド、ンと、堅い銀行家とはなかなかそりが合わず、
さらにユトリロとムージスとの不和もあいまって、夫婦の
聞には誇いが絶えなかったといわれる。そしてヴァラド、ン
は21歳年下のアンド、レ・ユテルと出会い恋におちる。彼
はもともと売れない画家であり、ユトリロの画家仲間、そ
して飲み仲間であり、ヴァラド、ンの才能を何より尊敬して
いた。ヴァラド、ンはムージスのもとを去り、離婚請求をす
る傍ら、ユテルとの同棲生活をはじめ、1914年ついに再
婚する。ユテルとの出会いは、彼女の制作活動に強い
インスヒ。レーションを与えたとされ、彼女の用いる色彩は
豊かになり、女性ヌ ドーだけでなく、彼をモデ、ルにした
男性ヌ ドーにもこの時期挑戦しはじめたのである。
男性ヌ ドーが最初に描かれたのがこの作品であるが、
画面にはヌ ドーで手をつなぎ、歩き出そうとしているよう
なポーズのアダムとイヴが、構図の中心にのびのびと
配置されている。この二人は先に述べたような伝統的
な役割から開放されており、対等なスタンスである。イヴ
のポーズはアダムよりも能動的で、自らの意志で果実
に手を伸ばしている。明るい緑の風景の中に蛇は描か
れておらず、原罪のテーマは抜き取られている。アダム
はイヴの手首を握っており、その動作はイヴの行動を
ひきとめているのかは定かでないが、明るい表情のイヴ
に比べ、心なしか暗い表情をしている。果実が、ユテル
とヴァラド、ンの年齢差や、ヴァラド、ンが結婚していること
を考え合わせた上でもぎとらねばならない愛情であると
すれば、アダム(ユテル)はそのことにためらいを感じて
いるのカもしれない。
この作品は伝統的な主題としづ形をとっているが、表
現の中で謡われているのはヴァラド、ン自身とユテルとの
愛情の記念である。二人は男女のかけがえのないぺア
として、人類創造の原点まで、立ち戻っている。ここで重
きがおかれているのは、人間の原罪 とりわけイヴの
犯した重大な罪 ではなく、男女二人の新しい対等
な関係性である。それがこの作品に特有の新しさであ
って、ヴァラド、ンは伝統的な主題を扱いながらも、そこ
に新たな意味を付加することとなった。
また付け加えておきたいのは、アダムの男性器は当
初はっきり描かれていたが、1920年のアンデノミンダン
展に作品を展示するさいには、そこに葉を描き加えて
隠、さねばならなかったことで、ある【図1510当時、男性器
をはっきりと描いて展示することは許されておらず、『生
きる喜び』や『網を打つ人』で、は、ヴァラドンはヌ ドーの
男性が背を向くポーズを選んだり、綱で自然に隠すよう
な配置を選択したりしている。男性器を描くか描かない
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か、展示するかしなし、かとしづ価値観は時代によって移
り変わり、現代に至ってもとりわけ大衆文化においては
論争の対象となっている。
バジールとカイユボ、ットは、女性を排除した空間にお
いて、男性の新しい側面を描いた例であるが、ヴァラド、
ンの『アダムとイヴ』では、男性と女性とが対等に歩んで
いくはじまりが表現されている。そして原罪品、う「鎧」を
脱ぎ捨てた男女がどのような道を歩んでいけるのかとい
う問いが、現代の我々には残されている。
2.3.家族という「鎧」の剥奪
ヴァラド、ンは周囲の人物の肖像を多く残しており、ユ
テルについても幾つかの肖像画がある。『アンドレ・ユ
テノレと犬J](1932年)では、日常のカジュアルな格好をし
ているユテルを描いており、着衣のユテルはヌード、のユ
テルとはまた違った男性像で、ある【図1610年を取った
彼は、杖を手にして2匹の犬と一緒に庭に座っており、
ぼんやりと遠くを見つめている。
彼女が残した男性の肖像の中で最も興味深いのは、
『家族の肖像J](1912年)に描かれた、父親としづ「鎧Jを
脱ぎ、捨てたユテル、家族とし、う「鎧」を脱ぎ捨てた、彼女
自身の家族全員の肖像画である【図17]。この作品に
描かれた四人の中で、ユテルは血縁関係や届け出上
はそうでないにせよ、役割としては家庭の中心的な存
在とされる父親にあたる。しかしこの画面の中で彼は周
縁的な存在でしかない。
キャロル・タマンカンは、18世紀の家族を描いたフラン
ス絵画を分析しながら、家族としづ概念がどのように変
化していったかについて述べている33 またエリザベー
ト・バダンテールは『母性としづ神話』で、母性が近代に
創られたものであることを、思想家や小説、絵画、当時
の具体的な社会の状態などを網羅しながら説明する34
ブルジョワ階級の家庭が、著名な画家に制作を依頼
し、その肖像を描いてもらうとし、うことが、とりわけ核家族
の台頭以後には一般に行われるようになった。そこでは、
立派な紳士と美しく貞淑な妻、可愛らしい子供たちとし1
う、それぞれが役割を担って形成する、理想の家族像が
表現されていた。母子画のモティーフが女性画家によっ
て描かれ、彼女たちにとってそれが大変高い評価を受
けやすいジャンルになったのもこの時期で、ある35
この作品には、ヴァラドンと恋人ユテル、息子ユトリ口、
母マドレーヌの家族四人が描かれている。しかしここで
表現されているのは、あまりにも現実的な四人の関係
性で、あって、決して理想、の家族像ではない。家族の尊
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厳や支え合いといったテーマはなく、その計算された
構図と表現とに、当時の彼女ら家族の複雑な関係が、
恐ろしく見事に示されている。
まず構図の中心に描かれているのはヴァラド、ンで、あるO
彼女は胸に右手をあて、自らを家族の柱の場所に置き、
堂々と立って鑑賞者の注目を集めている。当時すでに
ユトリロの作品の愛好家も増えていたが、家計を主に支
えていたのはヴァラド、ンで、あったO この作品に父親は存
在しない。ヴァラド、ンの父親はおらず、ユトリロの父親も
またいなし、からである。ユテルはユトリロよりも年下であ
って、父親としての役割は果たせるわけもなく、生活力も
なかったO ユテルは構図の左上に描かれているが、一
番印象が薄く、外側を向いている。これは、彼が血のつ
ながった他の三人との結びつきが弱く、外界とよりつな
がっていることを示している。ヴァラド、ンの芸術の源泉で、
あった彼は、家族としづ枠組みの中では存在が薄い。ヴ
ァラド、ンの左側は夫としての伝統的な配置で、あるが、彼
は父親や夫としての家族の「鎧jを脱がされており、家族
の中心として描かれているのはヴァラド、ンで、ある。
そしてここには、息子ユトリロとし1うもう1人の男性も描
かれている。ユトリロは右下に描かれ、ヴァラドンよりも
下側の位置に置かれている。彼は、彼女が庇護してや
らねばならない存在だからである。彼は頬杖をっき、憂
欝な深い瞳で、ぼんやりと座っている。彼は深刻なアル
コール中毒で、この頃既に刑事事件を起こしたことさえ
あり、精神病院にも何度も入院していた。幼い頃から父
親もおらず、ヴァラド、ンの愛情も十分に受けられず、祖
母マドレーヌに育てられていた彼は、粗暴で繊細な神
経を持ち、孤独をアルコールで、まぎ、らわすようになった
と言われ、そのマザー・コンブρレックスは有名である。彼
はムー ジスともうまくし1かなかったが、さらなるユテルの
登場により深く傷ついていた。そして彼は、精神療養の
一環として絵画を描くことを医者に勧められ、ヴァラド、ン
に教えられて筆をとっており、その作品は世の中で認
められつつあった。ヴァラド、ンは画家としての立派な
「鎧」を着たユトリロも描いているが36、この場面のユトリ
ロの姿はとても静かで、 一人で自分の世界に閉じこもっ
ている。右腕を胸にあてたヴァラド、ンの姿と、憂いに満
ちた瞳をしたユトリロとを、聖母マリアとキリストになぞ、ら
えて解釈する研究者もいる37
さらに母親マドレーヌの姿についても触れておきた
い。彼女の姿は大変老いており、ヴァラドンの右側の配
置は、ヴァラド、ンもいずれ、マドレーヌのように年を取る
のだとし、うことを示唆している。マドレーヌの表情にみえ
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る深い敏には、長年の苦労の年月が刻まれている。信
心深く働き者で、あった彼女は、田舎で、ヴァラドンを私生
児として産んだことから、人目を避けてパリにやってき
た。女が一人で、パリで子供を抱えて暮らしていくこと
は並大抵の努力で、はなかったはずで、あるO彼女は洗濯
女として、低収入で働きに働いたが、ヴァラド、ンはおそ
らく彼女の思うようには育たなかった。ヴァラドンは母親
と同じように父親のない子供を産み、そしてその世話は
マド、レー ヌの仕事となったO 寄宿学校に入れられたユト
リロは母親から離され、学校と祖母の家を行き来するよ
うになる。不安と孤独から神経の苛立った幼いユトリロ
を眠らせるために、マド、レーヌが最初にアルコールを飲
ませるようになったと言われている。彼女の老いた姿に
は、長年続けられた労働と、病んだユトリロとの戦いの
跡が刻まれている。
マドレーヌとユトリロの関係性は、この作品の二年前
に描かれた『祖母と孫~(1910年)にしりそうよく表れて
いる[図1810こちらの作品にはユトリロとマドレーヌの二
人だけが描かれている。左上に描かれたユトリロの憂
穆そうな表情には代わりがないが、『家族の肖像』のユ
トリロよりも、こちらでは粗暴な性質が目立つ。彼は左上
に描かれ、祖母よりも大きく、背後からのしかかっている
ような配置で、祖母の座っている椅子の背もたれに右
腕を乗せている。その手は無骨で大きい。そして右下
の祖母は、両手を重ね、肩を落として座り、外側をむい
ている。ユトリロも祖母を見ていないし、祖母もユトリロを
見ていなし 10お互いはどこを見ているのか分からず、そ
れぞれぼんやりしている。しかし、お互いを無視してい
るような雰囲気はない。二人は家族だからである。二人
はお互いを見ずとも、十分過ぎるほどにその存在を感じ
とっており、関係性は濃厚すぎるほどに濃厚である。そ
して左下には犬がおり、祖母の膝に、まるでいたわり同
情するかのように、右足を乗せている。しかし、祖母は犬
さえも見てはいない。この絵画の中で積極的に登場人
物に気持ちを寄せているのは、との犬だけである。
『家族の肖像』においても、誰もお互いを見ていない。
ユテルは外を向き、マドレーヌとユトリロはどこを見ている
のか分からず、ヴァラド、ンだけがはっきりとこちらを向いて
いる。との家族には、たとえば家父長制のように、定めら
れた誰かを絶対的な中心としてまとまり、構築するモデ、ノレ
がない。それを分かったうえで、ヴァラド、ンは、自らを家族
の中心として描いている。しかし、家族はそんな彼女を支
えるのではなく、温かく見守るのでも頼るのでもなく、そ
れぞれ自分の問題に没頭している。しかし、四人はパラ
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バラなので、はない。この作品には、たとえバラバラになり
たかったとしてもなれないとし、うような、濃厚な家族の関
係性を示す雰囲気が漂っているからである。
ヴァラドンはこの作品で、まず、家族の中での自己の
位置を表現している。そしてそれと共に、家族それぞれ
の人間性と、位置付け、関係性を、見事な観察力でと
らえて表している。その冷静で現実的な感性は、ドライ
で冷たいとし、うように評価もされるが、何よりも彼女の意
志の強さと、作品に対する真撃な姿勢が読み取れる。
彼女は自分の家族を理想化することなく、その実際的
な関係性に焦点を当てているのだ。
我々はいったい何着の衣服を持ち、幾重の鎧で自ら
を固めているのか考えねばならない。たとえ衣服を脱
いだとしても、裸の身体にもまた別の鎧が着せられてい
る可能性がある。たとえば、男d性にとっての着衣がどの
ような役割を果たすのか、小倉利丸はグ、リック・フレイド
ラーの写真を例に挙げて述べている。フリード、ラーはニ
ューヨークで、働く人たちをひとりずっスタジオに招き、着
衣とヌードの写真を撮り、モデ、ルの年齢と職業を下に載
せるとし1う一連の作品を制作し、衣服が果たすステロタ
イプなイメージを効果的に鑑賞者に意識させた。彼女
は男性のペニスが個体差を見せ、衣服がそれを隠す
役割を担っていると主張し、次のように述べる。
むしろ、着衣こそがおしなべてこの多様なペニス
の個性を覆い隠し、そのかわりにスーツが象徴す
る「男らしさjの社会性とそこから導かれるステレオ
タイフ。なペニスの幻想を生みだす。だから家父長
制のイデオロギーに囚われた男たちはメール・ヌ
ードを嫌い、特に勃起していないペニスを不快に
思い、タブーとして隠したがる38
ここに挙げられているのは「ペニスの個性」であるが、
そのタームは、男性の身体全体におよぶ個性を代表す
る意味合いで使われている。女性の身体の規範的な美
しさが、長い時間をかけ大変な熱心さを持って追求され
てきた反面、男性は着衣を着たまま、それらを主に鑑賞
者として消費する側にまわってきたD そして多くの男性ヌ
ードでは、着衣は脱いでいるものの、別の「鎧」に覆わ
れてきたことを、第1節では述べた。カイユボ、ツトやパジ
ールの描いた女性の排除された男性世界は、男性同士
の競争的な世界からの逸脱としては興味深いが、残念
なのは彼らの表現が、「男性的jと言われてきたものを、
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「女性的」と言われてきた特質に置きかえるに留まって
いることで、男性個人がもっそれぞれの身体の特徴に
着目することはなく、モデルそれぞれを描き分ける試み
はしていないことである。これが実現されるのには、 70
年代の写真家の登場を待たねばならなカ瓦った39
ヴァラドンの残した男性像については、それが一見
「ヌードであればあるほど」、堅い鎧で隙もなく覆われて
いることを示している。ヴァラドンは女性ヌード、について
は、モデ、ルそれぞれの身体の部分を特徴的に描き分
け、理想美を追求するのではなく、その違いの面白さを
表現することで、女性ヌードの枠組みを飛び越えた作
品を残した40 だが男性のヌードを描こうとした時、彼女
はそこに「鎧」を着せ、伝統的表現に立ち戻っている。
おわりに
ヴァラド、ンの男性ヌード、については、ジェンダーの観
点から見た場合、これは既成のジェンダーの枠組みに
抵抗する種類のものではない。彼女は女性の身体に
ついては自らがよく知り、同時代の女性ヌードの範轄を
超える作品を制作していた41しかし男性の身体に対し
ては、日常的に向き合っていた夫の身体を、実存的な
次元において直接の題材とするのではなく、様式的に
追求し、寓意をもって崇高な存在に高めていく試みし
かしないまま挑戦を終えているように恩われる。しかし男
性ヌード、のジャンノレは研究が遅れている事実もあり、彼
女の作品は同時代の背景や男性ジェンダーを読み取
ることに役立つ。
本稿で、はヴァラドンと同時代の画家の中から、印象
派の活動としては王要なものとして語られてこなかった、
カイユボ、ツトとバジールの男性ヌード、を選び、彼らの作
品と比較参照しながら彼女の男性ヌードをとりあげた。
カイユボ、ットとバジールとは男性の領域を主に描いた画
家であり、女性ジェンダーの研究に比べて圧倒的に数
が少ない、男性ジェンダーを考察の対象とするために
興味深い存在である。彼らの作品からは、歴史的に男
性ヌードに課せられてきた役割が、同時代的なモティ
ーフにどのようにとりこまれていったか、その「鎧」が外さ
れた男性像にはどのようなものがあるのか検討すること
が可能で、あったD 今後はジェンダー論において、女性
のみではなく男性の領域も詳しくとりあげられること、そ
して男性の身体についても再考され、芸術の領域で新
しい表現が可能になり、ステロタイプな枠組みを逸脱す
る試みが行われていくことを期待する。
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図2 フレデ、リック・パジール『網を打つ漁師~ 1868年、
個人蔵。
図3ギュスターヴ・カイユポット『窓辺の若い男性』
1876年、個人蔵。
図4 ギュスターヴ・カイユボ、ット『床削り職人~ 1875年、
パリ、オルセ一美術館。
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図5ギュスター ヴ・カイユボ、ツト『イエー ル河で、ボー トを漕
ぐ人~ 1877年、個人蔵。
図7 アンリ・マティス『生きる喜び~ 1905....06年、ペンシ
ルヴァニア、パー ンズ・コレクション。
図8フレデ、リック・バジール『夏の情景〈入浴する男た
ち>~ 1869年、ハーヴァード大学フォッグ、美術館。
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図9フレデ、リック・パジール『草上に横たわるヌードの男
性~ 1869"'1870年、個人蔵。
図10シュザ、ンヌ・ヴァラドン『たらい遊びをする幼いモー
リス・ユトリロ(裸、立像)~ 1894年、個人蔵。
図11 シュザ、ンヌ・ヴァラドン『浴槽の女性~ 1894年、
個人蔵。
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図12ギュスター ヴ・カイユボ、ツト『足を拭く男性』
1884年、シカゴ美術館。
図15シュザ、ンヌ・ヴァラドン『アンドレ・ユテルと犬』
1932年、個人蔵。
図16 シュザ、ンヌ・ヴァラドン『アダムとイヴ~ 1909年、
パリ、国立近代美術館。
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図1 シュザ、ンヌ・ヴァラドン『網を打つ人~ 1914年、
フランス、国立近代美術館。
図 13 ギュスターヴ・カイユポット『浴室の男性~ 1884年、
個人蔵。
図14 シュザ、ンヌ・ヴァラドン『アダムとイヴ~ 1909年、パリ、
国立近代美術館。
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図6 シュザ、ンヌ・ヴ、アラドン『生きる喜び~ 1911年、ジュネ
ブー、レフオー トコレクション。
図17 シュザ、ンヌ・ヴァラドン『家族の肖像~ 1912年、
個人蔵。
図18 シュザ、ンヌ・ヴァラドン『祖母と孫~ 1910年、パリ、
国立近代美術館。
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